
勝野 正章教授（以下、勝野）　８年振り
の再会ですね。今回は卒業生である
堀さんに、東京大学教育学部での
学びについて、またお仕事のこと
などいろいろお伺いしたいと思っ
ています。まずは、堀さんが教育
学部を選んだ理由からお話しくだ
さい。
堀 菜保子さん（以下、堀）　母が小学
校の教員をしていたため、教育が
身近にあったことはひとつ大きな
理由です。それから、私はずっと
「優しい社会をつくる一助になり
たい」と思っているのですが、その
社会をつくる上で礎になるのは
教育だと、母の姿を通して感じてい
ました。優しい社会の実現に少しで
も近づけるような学びがしたいと、
教育学部に進むことを決めました。
勝野　優しい社会というのは、具
体的にどのような社会をイメージ

しているのでしょうか。
堀　一言でいうと、誰も取り残さ
れない社会です。小学生の頃か
ら人種差別や奴隷制のことを調
べていたこともあり、生まれや属
性などといったもので理不尽に
差別されず、一人ひとりが尊重さ
れ生きていける社会をつくる一
助になりたいと思うようになり
ました。
勝野　なるほど。そういった思い
を胸に教育学部に来て、教養学部
と比べて感じた違いなどはありま
したか？
堀　現状の社会に対して課題を
感じている人が多いのかなという
のが最初の印象でした。属性とし
ては女性も多く、地方出身者の割
合も高かったですね。私自身も卒
業した高校は千葉県にあります
が、16歳までは四国にいました。
「女性として」や「地方出身者とし
て」、相対的に日本の教育や社会
を見てきた友人が多いという体感
がありました。

あらゆる研究課題や興味に
全力で応えてくれる学びの場

卒業生
に訊く

東京大学教育学部では、どのような学びや経験が待っているのでしょうか。
その魅力を熟知しているのは卒業した先輩たちです。2017年に卒業した堀菜保子さんを
卒業生代表としてお招きし、勝野正章教育学部長が深くお伺いします。

勝野　確かに女性や地方出身者
の割合が多いのは、教育学部の特
徴のひとつです。そういった様々な
バックグラウンドを持った人たち
と関わることで、視野が広がった
り発見したりしたこともありまし
たか？
堀　社会教育学演習の授業で長
野県飯田市に実習に行ったこと
は、とても印象に残っています。
実習に参加したメンバーは出身
も経験も考え方も様々です。少人
数のグループに分かれて民宿に
泊まり地域の方もまじえて話した
り、現地の高校生と交流したりす
る中で異なる感じ方を言語化した
ことは、自分の見えている世界を
相対化する大切な経験になりま
した。
勝野　小規模のグループで実施す
る作業ならではの気づきだったの

教育学部での学びを通し肌で
実感したデータと現場の両方
を見る重 要 性

優しい社 会づくりを志し選 択
多様な経験や価値観を持った
仲 間 に期 待
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かもしれませんね。ほかにも、そう
いった共同で取り組んだものは
ありましたか？
堀　「中学・高校で部活動を担当
している先生の働き方を考える」
というテーマでグループワークを
したときには、3人1組で取り組み
ました。3人で横浜市教育委員会
や本郷※の中学校の校長先生に
話を聞きに行き、その話を教室
に持ち帰ってみんなで議論すると
いう内容でした。
※東京都文京区の地名、東京大学
教育学部の所在地
勝野　そのワークは、記憶にあり
ます。教育行政調査演習の一環で
すよね。現場での調査や収集から
学ぶことが多かったようですね。
堀　そうですね、理論と教育が実
践されている現場の両方を往復
した学びは、とても大きな糧となり
ました。その集大成は、卒業論文
です。「主権者教育におけるNPO
の役割を考える」というテーマに
取り組んだのですが、文部科学
省からの通達や論文、世に出て
いるデータを読み解いたあとに、
高校の先生や生徒、そこに関わ
るNPO職員などにインタビュー
を実施し、データと現場の両方
を調査しました。そこで見えてき
たのは、データや文献から見える
ことは一側面でしかないという
ことです。たとえば、主権者教育
を実施している学校は6～7割と
公表されていたとしても、実際に
先生や生徒に話を聞いてみる
と、一度模擬選挙を行っただけ
で「主権者教育を実施している」
と回答していたり、「政治的中立
性」の捉え方に迷ってほとんど
実質的な教育がなされていない
学校があったり。「現状の教育に

満足していない」という生徒の声
が聞こえてくることもありまし
た。このギャップは、文献やデー
タから見えることと、実践の場に
いる人の声を組み合わせること
で明らかになったことです。この
「両方を見る大切さ」を学んだ経
験は、社会人になって飛び込ん
だ報道の仕事にも生かされまし
た。また、両方を見るとはちょっ
と違いますが、星加良司先生の
ディスアビリティ・スタディーズ
が、とても印象に残っています。
勝 野　障害の社会モデルなどを
扱った、学部横断型カリキュラム
ですね。
堀　はい。この授業での学びは、
社会を見る目を広げてくれました。
社会モデルを知る前と後では社会
の見え方が全く違いますし、自分自
身の立ち位置も強く意識するよう
になりました。また、たとえば障害
のある人のほうが災害に巻き込ま
れやすいなど、「被災と障害」の関
係性についても考える時間にも
なり、これもNHKで震災報道に関
わる際にも活きました。
勝 野　なるほど、大学での学び
が仕事につながっているのです
ね。様々なことを学んでこられた
わけですが、教育学部での学び
や経験を音楽に例えるとどんな
イメージですか？堀さん、ピアノ
をされていたでしょう？
堀　難しいですね（笑）。そうです
ね、あまりテンポは速くないかも
しれないですね。大きくて華やか
なオーケストラで演奏する交響曲
のような感じでもなく……。一人
ひとりの個性が際立つような、少
人数規模の小さなセッションかも
しれないですね。あくまでも私の
イメージです（笑）。

勝野　先ほども少しお話がありま
したが、堀さんは卒業後、NHKの
アナウンサーとして活躍されていま
したね。アナウンサーという仕事を
選ばれた理由を教えてください。
堀　アナウンサーのなかでも、
「NHKのアナウンサー」になりた
いと思っていました。NHKは全国
転勤があり、いろんな地域に行け
るのが魅力のひとつです。それと
もうひとつ、NHKのアナウンサー
はテレビの前で伝えることだけが
仕事ではないんですね。自分自身
で一から企画を立てて取材をし、
記事を書いたり、テレビやラジオ
の番組を制作したり、いわゆる
ディレクター業務にも柔軟に取り
組める環境があります。私は佐賀
と札幌、東京に赴任しましたが、
それぞれの地域に根差し、地域の
人と関係を築いて住民の暮らしや
地域が抱える課題などを取材し、
番組をつくる。そのうえで最終アン
カーとして自分の言葉で伝えるこ
とができる、この一連のすべてに
携わることができるのはとても
魅力的でした。
勝野　具体的には、どのような番
組を手掛けられたのですか？
堀　障害やジェンダー、DV、LGBTQ＋
など、「人権」を軸に据えたいと
思っていたので、幅広く人権につ
いての番組に携わりました。特に
価値観がガラッと変わったのは、
佐賀から札幌の放送局に移動した
ときです。私が佐賀放送局にいた
2018年は、明治維新150年のメモ
リアルイヤーでした。佐賀放送局
では県庁とも連携し、大隈重信や

地 域に根 差したN H K 職 員
だ からこそ 再 度 実 感した
視 点 の 複 数 性 の 重 要 さ



北海道初代開拓判官・島義勇を
はじめ、その時代に“活躍した偉
人”たちについて放送していまし
た。その後、2019年に札幌放送局
に移動し、博物館でアイヌの人た
ちが辿ってきた歴史を目の当たり
にして、何とも言えない恥ずかし
さと申し訳なさでハッとしました。
こうした歴史を意識せずに放送に
携わっていたことに、自分の無知
さと加害性を思い知らされまし
た。そこから北海道アイヌ協会に
行ったり、アイヌの学生に奨学金
を出すプログラムがある大学に
取材に行ったり。アイヌ民族とい
うだけでつらい経験をしてきた方
たちの話を聞き、番組をつくった
こともありました。知らないとい
うことは、人を無意識のうちに
傷つけてしまうということを身に
つまされたこの取材は、私の取材
の原点になっています。
勝野　一方から見たら地域の偉
人・英雄だけれど、もう一方の視
点では必ずしもそうではないかも
しれない。その視点の複数性の
重要さに直面したことで、堀さん
のものの見方が広がったり深まっ
たりしたのでしょうね。反対に、
つらかった仕事はありましたか？
堀　つらかったというわけではな
いですが、性被害を受けた方や精
神疾患を抱えた方の取材は、特に
印象に残っています。取材者とい
う立場だからこそ聞けることがあ
るのですが、いかに傷つけずに話
を引き出すのか。あるいは信頼関
係を築くにはどうすればいいかな
ど、かなり考えさせられました。
こうした人権に関わる取材、特に
マイノリティと呼ばれる方の声や
状況を伝えるメディアの仕事には
とてもやりがいや意義を感じて働

いていました。と同時に、まさに先
ほど出た「社会モデル」と重なる
部分がありますが、様々な人の生
きづらさを取材するうちに、「社
会」はなぜ今こうなっているのか、
社会を形づくる制度や政策はどの
ようにつくられているのかを知ら
なければ、理解が一面的になるの
かもしれないという思いが膨らん
でいきました。
勝野　そこで大きくシフトチェンジ
して、民間のシンクタンクへの転
職を決めたのですね。思い切った
決断でしたね！

勝野　アナウンサー時代の経験を
踏まえて、ご自身のライフワークで
ある「優しい社会づくり」に近づく
ための一歩を踏み出されたわけ
ですが、シンクタンクではどのよう
なお仕事をされましたか？
堀　たとえば、性的マイノリティ
の人の就労環境改善に関わる調
査研究や、介護現場の技能実習
生のキャリアについての調査研
究、また企業のダイバーシティや
人権尊重についての取り組みなど
です。
勝野　「人権」に関するお仕事で
すね。
堀　この転職のキーワードが、人

権でしたので。NHKで、知的障害
の人の社会参加を応援するスペ
シャルオリンピックスの取材に力
を入れていたことも、この選択に
影響しています。「社会参加」とい
うときに「社会」の側に参加を阻
む問題があることは問われない
のか、「社会」が意識変容に取り
組む必要があるのではないかと
いう思いが募っていきました。速く
走れる人たちの基準でつくられた
社会に、みんなが合わせなければ
ならないなんて、優しい社会では
ないですよね。
勝野　そのとおりです。社会にイン
クルードしていくときに大切なの
は、社会の方がまず変わること
です。ただ包摂するだけでは、まっ
たく意味がありませんからね。
シンクタンクでの仕事でそういっ
た場面に多く直面したことが、今
回の大学院進学にもつながるの
ですか。
堀　そうですね。シンクタンクで
の仕事では、いわゆる無関心層に
接する機会が多かったように思い
ます。たとえば性的マイノリティの
人が社会にいることは知っている
けれども、自分には関係がない、
自分は行動を起こす必要がない
と思っている人たちです。反対に
NHKでは、人権のために戦う人
や、社会のひずみにあってその声
を奪われている人に取材をする
機会が多くありました。同じ社会
に生きていながら、なぜこんなに
視点や行動が違うのだろう。こう
した意識や行動はどういう学びか
ら生まれているのだろうというこ
とを、しっかり研究したいと思い
大学院進学を決めました。
勝 野　社会や人々の意識を変え
ることで、優しい社会をつくってい

大 学 院 進 学 の 決 断 を後 押し
し た 民 間 シ ン クタン ク で の

「 人 権 」の 仕 事
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くことが今のゴールということで
すね。
堀　制度・政策をつくっている方
や企業の意思決定層の方と一緒
に仕事をしたことで、「社会」の
ルールを決めるのは結局人であ
り、その意識や行動がどう形成さ
れるのかを知りたいという思い
にいたりました。いろいろなアプ
ローチから優しい社会をつくるた
めの方法や学びを考えていきたい
と思っています。

勝野　大学院修士課程では、具体
的にどのような研究計画をお持ち
ですか？
堀　様々な人権の課題に対して、
マジョリティ層のなかで自分事と
して不公正を正そうと活動してい
る人たちは、どのような学びから
そうした意識や行動がつくられて
きたのかを研究したいと思ってい
ます。
勝野　ある意味、堀さんご自身が
どういう学びや経験をしてきたか
を振り返るようなテーマですね。
今、教育学部、教育学研究科で
キーワードにしているのが、「イン
クルーシブな知性」です。さきほど
堀さんのお話にあったように、人権
が保障されていない状況に対し
て、事実としてそれを認識してきち
んと行動に移せるという知性のあ
り方は、単に理論だけを頭に入れ
るだけでは養われません。不公正
に対しての高い感度を持ち、適切
に反応できるよう知性を身につけ
ることが、教育学部のひとつの教

育目標です。その目標にぴったりの
お話を、今日はお伺いすることが
できました。
堀　大学院でもしっかりと学びを
深めていきたいと思います。
勝野　最後に、教育学部または大
学院教育学研究科を志望している
みなさんに、メッセージをお願いし
ます。
堀　ここには、どんな研究課題や
関心にも応えてくださる環境があ
ります。先生方はコースの垣根を
またいで、熱心に指導してくださっ
たりインタビュー相手を紹介する
などサポートしてくださったり。
思う存分に研究や学びを取り組む
ことができます。
また、教育を考えることは、今の社
会の成り立ちを知る第一歩です。
たとえば、日本による植民地支配
やアイヌ民族の歴史、包括的性教
育などについての社会の認知は
不足していますが、それは学校教
育であまり触れられてこなかった

ことが一つの要因だと思っていま
す。また、メリトクラシー（能力主
義）的な考え方などが内面化され
ていることは日本の教育制度と
無関係ではないと感じています。
教育学を学ぶことで、「だから自分
はこういう考えなんだ、こう思って
いるんだ」という発見があるはず
です。それを一人ひとりが認識する
ことが、社会について深く考える
ことにつながると思っています。
私もまだまだ知らないことばかり
です。これからも学びたいと思って
いるので、教育のこと、つまりは社
会の成り立ちについて、みなさんと
一緒に考えていきたいと思います。
勝野　堀さんのお話を聞いて、社
会の成り立ちや変化を自分の生き
てきた経験と重ね合わせて考えら
れるのは、教育学の魅力だなとあ
らためて感じました。今日はすてき
なお話をありがとうございました。
堀　こちらこそ、ありがとうござい
ました。

教 育を考えることは
社 会を知る第 一 歩
教 育 学 部でともに学ぶ
仲 間 へメッセージ
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